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団体紹介

Raising Global Citizens through Art Education
課題に向き合い、問いを⽴て、新しい切り⼝を模索し、⾃分の思考に形を与える。
EduArtは⼦どもたちが世界の⼀員として、地球、社会、そしてお互いを尊重できる
グローバルシティズンとなる未来を願い⽣まれたアート教育団体です。

未来を担う⼦どもたちに必要な学びは与えられているのか？

地球規模の危機、⼭積みの社会課題、⽬まぐるしいスピードで更新される情報に⼦どもたちは⽇々直⾯しています。そんな変化の時代を⽣
きる⼦どもたちが必要とする学びとはなんでしょう？そして、そのような学びの機会は⼦どもたちに等しく与えられているのでしょうか？

未来を担う⼦どもたちに求められるスキルとは、問題に対して正解を求めるのではなく、⼀⼈⼀⼈が⾃ら問題定義をし、発想の中に解決策となる
⽷⼝を⾒出す⼒。そして、それを⾃分なりの⼿段で伝える⼒です。私たちは、常に社会の常識を問うと共に、様々なジャンルを横断し包摂できる
アートこそ、このような学びにアプローチをすることが可能だと考えています。アートとは発想を表現に転換する活動です。課題に向き合い、問
いを⽴てる。新しい切り⼝や、新しい捉え⽅を模索し、⾃分の思考に形を与える。⼀つの正解を誰かと競い合うのでなく、互いの価値観を認め合
う。このような体験は、彼らを内から⽀える⾃信となり、未来を切り拓く⼒となります。

Through art, it's possible.

OUR VISION：
⼦ども達が世界の⼀員として、地球、社会、そして
お互いを尊重できるグローバルシティズンとなる未
来の実現

OUR MISSION：

1.

2.

3.

⼦どもたちが地球、社会と⾃分を⾒つめ、
イノベーションで課題解決へと繋げる思考
⼒をつける

⼦どもたちが異なる価値観を認め合い、他
者と⾃分を⼤切にし、表現することの喜び
を⽣きる⼒にする

⼦どもたちが、⾃然の理の中にあるアート
を通して地球を⼤切にする⼼を育む
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団体の主な事業と実績

2022年4⽉に任意団体として発⾜後、2023年3⽉に特定⾮営利活動法⼈に認定

保育園アートプログラム
の開発と講師派遣

⾃然の中での
表現活動

新規事業
R6スタート

⼩学校総合授業連携
アートプログラム

ア ー ト 講 師
受 託 活 動

学校連携アート
事業

保育園連携アート
事業

ワークショップ
事業

ワークショップ
事業：多⽂化共⽣

⽂化庁、⽂化芸術によ
る⼦供育成推進事業、
浦⾈特別⽀援学校にて
アートプログラム実施
（R5 1⽉）

Dr June Low のオンラ
インの性教育レッスン受
講（R4 ）

コラボレーションに向け
て打ち合わせ開始（R5
12⽉ ）

「SDGsquares」作品展 
⽟川⾼島屋（R5 3⽉）

⼩学校向け特別アート授業
「SDGsquares」（通年）

⼤地の室礼ワークショ
ップ、千葉県君津市
（R5 6⽉、7⽉）

横浜市⺠ギャラリー主
催、ハマキッズアート
クラブ講師（R5 6⽉）

⼩⾦井市⽴はけの森美
術館「うるおうアジ
ア」展特別ワークショ
ップ講師（R5 12⽉）

ポピンズアクティブラーニ
ングインターナショナルス
クール‧恵⽐寿にてSDGs
のプログラムを指導、ポピ
ンズアクティブラーニング
スクール‧広尾のアトリエ
リスタとしてアートプログ
ラムを監修（通年）

SDGsを軸とした年間のア
ートカリキュラムの開発

都内を中⼼にした15のポピ
ンズナーサリースクールへ
アートエデュケーター派遣
（通年）

平安⼩6年⽣、中⼭⼩1年⽣
SDGsの項⽬をテーマに制
作（R5 7⽉、9⽉）

神橋⼩6年、菅⽥の丘⼩総合
アート講師（R5９〜2⽉）

ヨコハマトリエンナーレ連
携、横浜インターナショナ
ルスクール⾼1アートプログ
ラム実施（R5 7⽉）

多⽂化ルーツキッズ
のためのアート活動

インターナショナルギャ
ラリー7artscafeにてマ
ンスリーワークショップ
を実施（通年）

アート制作をメンタリン
グした中学⽣と⾼校⽣の
作品を7artscafeにて展
⽰（R5 5⽉）

鶴⾒国際交流ラウンジ主
催、保育園にて異⽂化交
流カポエイラxアートワ
ークショップ講師（R5 3
⽉）

ワークショップ
事業：LANDART

学校連携アート
事業：Sex Ed
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学校連携アート事業：特別授業「SDGsquare 」概要

+ = 「SDGsquares‧エスディージーズスクエア」は SDGs の17の項⽬を
テーマにスクエアのアートを制作するアートプロジェクト。グローバ
ルな社会課題を⾃らの体験として捉えるきっかけになって欲しいとい
う願いから⽣まれた⼩‧中学⽣のための特別授業です。 

1⽇⽬の前半ではSDGsの項⽬
や「いのち」を主題とした対
話型のレクチャーを⾏いま
す。問いかけや対話を通じて
⼦どもたちは思考を深めてい
きます。

後半は班ごとに102枚のトピッ
クカードを SDGsの17項 ⽬に
分けるグループワーク。これ
はゲーム感覚で様々な 社会課
題に触れることができる活動
です。 

2⽇⽬は⾃分が決めた項⽬のテー
マカラーの⾊画⽤紙を台紙に貼
るところからスタート。廃材が
並んだテー ブルから⾃分のテー
マに合う材料を選び、ボンドや
グルー ガンを使ってスクエアの
台紙に組み合わせていきます。

⼦どもたちは⼀⼈⼀⼈テーマに
向き合い、思考を形にする過程
で、より深く社会課題を⾃分事
として捉えることができるよう
になります。 

 × 学び × アート 

特別アート授業
Day 1. レクチャー
＆グループワーク
総合2コマ

Day 2. 
制作
図⼯2コマ

Q. ⼦どもたちに必要な学びは与えられているのか？
A. アートを通して社会課題を⾃分事として捉えるきっかけをつくる。

4



学校連携アート事業： 特別授業 SDGsquares R5プログラム

横浜市地域⽂化サポート事業‧ヨコハマアートサイト2023 助成事業

R 5 年 度 「 S D G s q u a r e s 」 実 施 校

横浜市⽴⻘⽊⼩学校�6年⽣

横浜朝鮮初級校�６年⽣

横浜市⽴師岡⼩学校�5年⽣

横浜市⽴みなとみらい本町⼩学校�6年⽣

横浜市⽴⻄前⼩学校�４年⽣

⼩年度、⻘⽊⼩では、在⽇朝鮮⼈で元プロサッカー選⼿の安英学⽒と

「SDGs#17 サッカーで国境を超える」というレクチャーの中で、⼦どもた

ちとパートナーシップについて考えました。レクチャー後は、班ごとに

102枚のトピックカードを SDGsの17項 ⽬に分けるグループワーク。2⽇⽬

の図⼯の時間では、廃材を使って各々取り組みたい項⽬を正⽅形の台紙の

上で表現します。

横浜朝鮮初級学校、師岡⼩、みなとみらい本町⼩、西前⼩では、地球の誕

⽣から現代まで⽣命の歴史を⾒つめ、地球と⼈類の存在意義について考え

る「地球レクチャー」を⼊り⼝に、SDGsの１７項⽬を廃材で表現する

「SDGsquares」を実施。以下、プログラムに参加した児童の声。

「⽣きるとは：⼈々のつながりを表すもの」「⽣きるとは：⾊々な⼈から

受け継がれたもの」「⽣きるってどんなことだろうという問いに最初は答

えが⾒つからなかったけど、真剣に考えて⾃分なりの答えを出せた」

元 プ ロ サ ッ カ ー 選 ⼿ 、 安  英 学  さ ん と 考 え る
「 S D G s # 1 7  サ ッ カ ー で 国 境 を 越 え る 」

⽣ 命 の 歴 史 の 中 に い の ち の 奇 跡 を 発 ⾒ す る
「地球レクチャー」
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特別講師
Abdul Muhaimin Fusein

ガーナ⼤学卒業後、ガーナ政
府機関に従事。横浜国⽴⼤

学‧⼤学院国際社会科で途上
国の失業問題を研究中。

特別講師/元プロサッカー選⼿
安 英学（アン‧ヨンハ）

2002年にアルビレックス新潟でプロデビュー
後、Jリーグで活躍。北朝鮮代表としてWカッ
プに２度出場。Kリーグのチームにも在籍。

⽇朝韓の国境をサッカーで越えてきた。

特別講師
Akosua Otsubea Berkoh

ガーナ政府地域振興企画に
従事後、来⽇。現在横浜国
⽴⼤学‧⼤学院国際社会科

で公共政策を研究中。

学校連携アート事業：主要メンバー紹介

EduArt 副代表
野村⿇友

⽇本語教師としてタイ‧台湾で働く。英語をツー
ルとして⾃⼰表現⼒を磨くEduTalkの

代表を務める。

EduArt 代表
望⽉実⾳⼦

マサチューセツ芸術⼤学卒業。NYにて10年
間デザイナーとして活躍。帰国後2016年より

横浜を拠点にアート活動開始。
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学校連携アート事業：「SDGsquare 」作品展

2023年3⽉に、⽟川⾼島屋主催のサステナブルイベントにて2022年度にSDGsquaresに参加した児童の作品展を開催しました。優秀賞７０点には、１点１

点⼦どもたちが作品に込めた思いがキャプションされており、たくさんの来場者が⾜を⽌めてじっくりと⾒⼊っている姿がありました。
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学校連携アート事業 ：SDGs#6 ⽔をテーマにアート 横浜市⽴中⼭⼩学校1年⽣（緑区）

2023年、9⽉の初頭。緑区中⼭⼩学校の１年⽣を対象に⽔の循環をテーマにしたアートプログラム

を実施しました。テントに全⻑13mの透明のシートを張りめぐらせ、１⾯には陸地に⾬が降る様

⼦、次はその⾬が川になって流れる様⼦、次の⾯では都市や畑の⽣活⽤⽔を経て海と出会う様⼦、

最後は海の⽔が蒸発してまた⾬雲になる様⼦を表現。普段はなかなか体験することのないスケール

感で仲間と⼀緒に⽔と⼀緒になって地球を旅をし、⽔のめぐりを体感することができました。

S D G s  # 6  安 全 な ⽔ と ト イ レ を 世 界 中 に

「 ⽔ の め ぐ り を ア ー ト し よ う 」

うみがじょうはつするのがすごい。あめがくもからふるのがすごい。

かわから、うみから、すいどうからきてるなんておもいませんでした。

みずのながれはとおいいんだね。びっくりしました。

参加した児童の声
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未来のサステナブルシティをつくろう

問い３：その街にあったらいいなと思うものは？

学校連携アート事業 ：SDGs #11 都市を構想する 横浜市⽴平安⼩学校6年⽣（鶴⾒区）

問い１：みんながしあわせに暮らせる街ってどんな街？

平 安 ⼩ 6 年 １ 組

問い２：そこに住んでいると、どんな気分になる街にしたい？
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学校連携アート事業：総合学習連携アート講師

神橋⼩、6年2組が学校のマスコットを制作するということで
全３回に渡って菅⽥の丘⼩を訪問しました。１回⽬はマスコ

ットの役割やデザインプロセスについてのお話し ー「菅⽥の
丘のマスキャラってどんな⼦？」「お役⽬やメッセージ

は？」「どこからきた何者？特技はある？」質問を投げかけ

ながらコンセプトを深めていきました。２回⽬は、クラスで

たくさんでてきた案を⼀つの⽅向に絞るのに苦戦していた２

組さんたちと、みんなのデザインのいいところを⼀緒に考え

ました。３回⽬は完成したマスコットに学校のみんなから愛

着を持ってもらうための作戦会議をしました。たくさんの試

⾏錯誤を重ね、最後にクラスみんなで⼀致団結していく過程

を経て成⻑した6年2組さんでした。

菅 ⽥ の 丘 ⼩ 、 総 合 学 習  マ ス コ ッ ト 制 作 神 橋 ⼩ 総 合 学 習   廃 材 ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト

な ぜ 廃 材 を 使 う か ？ 何 を 伝 え た い の か ？
神橋⼩学校6年⽣のみなさんに、廃材で作るアートについてお話させていただきました。そもそもな

ぜ廃材を利⽤したアートをつくるのか？⾝近にはどんな廃材があるのか？材料、そして作品にはどん

なメッセージが込められているのか？いろんな形のアート作品を紹介し、表現の可能性を広げるお⼿

伝いをさせていただきました。制作過程でチャレンジにぶつかった時や、展⽰⽅法についてもアドバ

イスをさせていただきました。クラスみんなで⼀つの作品をつくる過程で、それぞれの特技を⽣かし

て解決策を出し合う姿が印象的でした。

10



学校連携アート事業：第８回ヨコハマトリエンナーレ連携ワークショップ 

the wild grass can be interpreted as the
turbulence that drains the energy from external
items.

野草は外部の要素からエネルギーを抜き取る乱れと

して解釈できます。この作品の野草は、⼼臓から養

分を糧に⽣きています。野草は外部の要素からエネ

ルギーを取り⼊れ、例えば⼈々にとっては、成⻑し

学ぶための⼈⽣の経験がそれに該当します。植物に

とっては、これが肥料や⽔であり、これが彼らが成

⻑し⽣き残るために役⽴っています。

In the face of the flames that threat to
consume our hopes and aspirations, we should
embody the spirit of wild grass. This
unassuming yet formidable force teaches us
that we need to stand tall even amid the
hardships. It reminds us that we do not need to
be adorned with brilliance to withstand the
storms of life. 

私たちの希望と夢を焼き尽くそうとする炎の前

で、野草の精神は具現化されます。⽣命の嵐に耐

えるために必要なのは、輝きによって装飾される

ことではなく、控えめでも⼒強い野草の⽣命⼒で

あるからです。

野草は、拘束されていない、⾃由を象徴すると同

時に、⽬には⾒えない⽣活の孤独な側⾯を象徴す

ることもできます。美しさは葉っぱが⾵や⽔に押

し流される旅路の中にあります。⼀⼈でいること

は弱さではなく、浮かび続けること⾃体が強さで

あることを感じてほしいです。

Wild grass can symbolize the unconstrained,
free life, but it can also symbolize a lonely
unseen side of life. As leaves are push around
by the wind and water, the beauty is the
journey they go through. I want people to
view my art and find peace, knowing that it's
okay to be alone, and that there is a lot of
strength in staying afloat

Yokohama International School

2023年12⽉、第８回ヨコハマトリエンナーレ連携プログラムを横浜インターナショナルスクールの10年⽣（⾼校1年⽣）を対象に実
施しました。今回のトリエンナーレのテーマは、中国近代⽂学の⽗と呼ばれる作家、魯迅の「野草」という詩集。このテーマを選ん

だのは、今年度のアーティススティックディレクターで中国出⾝のリウ・ディンとキャロル・インホワ・ルー。⼆⼈は、混乱の時代

を⽣きる⼈々の姿を野草と重ねた魯迅の作品に、現在を⽣きる私たちは何を写すのか？と問いかけます。Day 1のレクチャーでは、魯
迅の時代背景や、アーティススティックディレクターのコンセプト⽂を読み、対話の中で思考を深める作業。Day 2は、制作。20cm
の正⽅形にそれぞれ考えてたことを視覚的に表現。Day 3は、発表と振り返りを⾏いました。作品と⽂⾯からは驚くほど巧みな表現と
深い考察が読み取ることができました。
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